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１
８
５
８
（
安
政
５
）
年
、
中
津
藩
中

屋
敷
内
で
藩
士
・
福
澤
諭
吉
が
蘭
学
教
授

を
開
始
し
た
。
こ
れ
が
慶
應
義
塾
の
起
源

と
さ
れ
る
。
中
屋
敷
は
江
戸
・
築
地
鉄
砲

洲
、
現
在
の
東
京
都
中

央
区
明
石
町
の
聖
路
加

国
際
病
院
の
建
物
の
辺

り
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
記
念
碑
は
義
塾

創
立
１
０
０
年
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
１

９
５
８
年
に
聖
路
加
国

際
病
院
敷
地
内
に
建
立
。

１
９
８
２
年
に
区
の
道

路
整
備
に
伴
い
、
従
来

の
位
置
か
ら
病
院
前
の

交
差
点
ロ
ー
タ
リ
ー
に
移
転
さ
れ

た
。

　

谷
口
吉
郎
設
計
に
よ
る
記
念
碑

は
、
黒
御
影
石
の
台
座
に
花
崗
岩

製
の
書
籍
の
形
を
し
た
オ
ブ
ジ
ェ

が
置
か
れ
、
表
面
に
は
『
学
問
の

す
ゝ
め
』
初
編
初
版
本
の
活
字
と

同
じ
字
形
で
「
天
は
人
の
上
に
人

を
造
ら
ず 
人
の
下
に
人
を
造
ら

ず
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
中

屋
敷
内
で
藩
医
の
前
野
良
澤
ら
が
『
解
体

新
書
』
を
翻
訳
し
た
事
績
に
よ
り
「
日
本

洋
学
発
祥
の
地
記
念
碑
」
も
隣
接
し
て
建

立
さ
れ
て
お
り
、
２
基
を
合
わ
せ
て
「
日

本
近
代
文
化
事
始
の
地
記
念
碑
」
と
称
さ

れ
て
い
る
。

　

明
治
初
期
、
慶
應
義
塾
は
地
方
の
学
生

が
就
学
し
や
す
い
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら

西
日
本
に
３
つ
の
分
校
を
設
置
し
た
。

　

そ
の
第
１
号
と
な
っ
た
の
が
「
大
阪
慶

應
義
塾
」
だ
。
１
８
７
３
（
明
治
６
）
年

11
月
に
「
南
大
組
第
六
区
安
堂
寺
橋
通
三

丁
目
第
百
九
十
二
番
屋
敷
丸
家
善
蔵
扣

家
」
に
開
校
し
、
翌
年
に
北
浜
町
２
丁
目

に
あ
っ
た
小
寺
篤
兵
衛
の
家
に
移
転
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
１
８
７
５
（
同
８
）
年

こ
こ
か
ら
全
て
が
始
ま
っ
た

「
慶
應
義
塾
発
祥
の
地
記
念
碑
」

各
地
に
建
立
さ
れ
た
慶
應
義
塾「
記
念
碑
」

現
在
の
キ
ャ
ン
パス
以
外
に
も
か
つ
て
「
慶
應
義
塾
」
が
存
在
し
て
い
た
。

各
地
に
そ
の
痕
跡
を
今
に
伝
え
る
「
記
念
碑
」
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？ 

発
祥
の
地
で
あ
る
東
京
・
築
地
鉄
砲
洲
、
明
治
初
期
に
分
校
が
開
校
し
た
大
阪
、
京
都
、
徳
島
。

今
回
は
慶
應
義
塾
ゆ
か
り
の
土
地
に
建
立
さ
れ
た
４
つ
の
記
念
碑
に
つ
い
て
、

写
真
と
と
も
に
そ
の
来
歴
や
特
色
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

最
初
の
分
校
と
し
て
建
て
ら
れ
た

「
大
阪
慶
應
義
塾
跡
記
念
碑
」

設計：谷口吉郎
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都
府
庁
が
置
か
れ
た
。

　

記
念
碑
は
１
９
３
２
年
に
京
都

慶
應
倶
楽
部
に
よ
っ
て
建
立
。
花

崗
岩
製
の
石
碑
の
表
面
に
は
福
澤

の
筆
跡
に
よ
る
「
独
立
自
尊
」
の

文
字
と
建
立
当
時
の
塾
長
だ
っ
た

林は
や
し

毅き

陸ろ
く

の
揮き

毫ご
う

に
よ
る
「
明
治

七
年　

京
都
慶
應
義
塾
跡
」
が
刻

ま
れ
た
。
京
都
府
庁
の
門
を
入
っ

て
左
側
、
守
衛
所
の
奥
ま
っ
た
場
所
に
あ

る
。

　

徳
島
慶
應
義
塾
は
、
徳
島
の
有
力
者
た

ち
の
要
望
と
援
助
に
よ
り
、１
８
７
５（
明

治
８
）
年
６
月
に
閉
鎖
さ
れ
た
大
阪
慶
應

義
塾
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
同
年
７
月
に
開

校
し
、
翌
76
年
11
月
ま
で
存
続
し
た
。

　

徳
島
慶
應
義
塾
の
正
確
な
所
在
地
は
よ

６
月
に
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
の
２
年
ほ
ど
の

期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
大
阪
慶
應
義
塾
で

は
英
書
科
75
名
、
訳
書
科
11
名
の
計
86
名

の
学
生
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

記
念
碑
は
２
０
０
９
年
に
小
寺
篤
兵
衛

屋
敷
跡
（
大
阪
市
中
央
区
北
浜
２
丁
目
）

に
土
地
所
有
者
の
ご
厚
意
を
得
て
建
立
さ

れ
た
（
設
計
：
日
建
設
計
）。
陶
器
質
（
白

色
施
釉
）
の
塔
の
表
面
に
は
福
澤
の
筆
跡

で
「
独
立
自
尊
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

大
阪
慶
應
義
塾
設
立
か
ら
遅
れ
る
こ
と

約
３
カ
月
、
１
８
７
４
（
明
治
７
）
年
２

月
に
京
都
慶
應
義
塾
が
開
校
し
た
。
こ
れ

は
福
澤
と
深
い
親
交
が

あ
り
、
京
都
府
政
を
主

導
し
て
い
た
槇
村
正
直

京
都
府
参
事
の
要
請
に

よ
る
。
お
よ
そ
１
年
間

の
短
い
期
間
で
あ
っ
た

が
、
京
都
慶
應
義
塾
は

旧
京
都
守
護
職
邸
内
の

京
都
中
学
校
に
間
借
り

し
て
、「
英
書
」「
洋
算
」

「
訳
書
」
を
教
授
し
た
。

こ
の
場
所
に
は
後
に
京

く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
当
時
の
設
立
願
に

書
か
れ
た
地
名
か
ら
旧
藩
主
の
蜂
須
賀
家

「
東
御
殿
」
が
あ
っ
た
ホ
テ
ル
敷
地
内
と

推
定
さ
れ
、
２
０
０
１
年
４
月
に
徳
島
慶

應
倶
楽
部
が
中
心
と
な
り
、
黒
御
影
石
製

の
ス
パ
イ
ラ
ル
型
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
ス
テ

ン
レ
ス
製
の
銘
板
に
よ
る
記
念
碑
が
建
立

さ
れ
た
。
銘
板
に
彫
ら
れ
た
「
独
立
自
尊
」

は
福
澤
の
筆
跡
だ
。
そ
の
後
、
土
地
所
有

者
の
変
更
が
あ
り
、
２
０
０
９
年
に
県
庁

内
に
移
設
さ
れ
て
い
る
。

京
都
府
庁
内
に
設
置
さ
れ
た

「
京
都
慶
應
義
塾
跡
記
念
碑
」

大
阪
慶
應
義
塾
を
受
け
継
い
だ

「
徳
島
慶
應
義
塾
跡
記
念
碑
」

福澤近藤
両翁学塾跡

1868（慶応４）年、中津藩中

屋敷の場所が幕府の方針で外

国人居留地となったため、福

澤は私財を投げ打ち芝新銭座

（現・港区浜松町）の越前丸

岡藩中屋敷の一部を買い取っ

て、約４年間塾舎とした。慶

應義塾が三田に移転後、ここ

に、近藤真琴が創立した攻玉

社が移転してきたため、現在、

跡地には２人の学塾創立者を

顕彰する記念碑が建っている。
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